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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
本
市
農
業
委
員
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
は
、格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
、作
況
指
数
は
１
０
４
の「
や
や
良
」で
豊
作
と
な
り

ま
し
た
が
、一
等
米
比
率
が
か
つ
て
な
く
低
く
、あ
ら
た
め
て
肥
培
管
理
と
防
除

の
徹
底
が
求
め
ら
れ
た
年
で
し
た
。

　
ま
た
、台
風
19
号
な
ど
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆

様
に
は
、お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、平
成
26
年
の
農
地
バ
ン
ク
制
度
開
始
以
来
、関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

て
農
地
中
間
管
理
事
業
を
推
進
し
た
結
果
、秋
田
県
で
は
５
年
間
で
１
万
３
５

０
０
ha
の
農
地
が
担
い
手
に
集
積
さ
れ
、本
市
に
お
い
て
同
事
業
を
活
用
し
た

農
地
は
約
１
０
０
ha
に
上
り
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、中
山
間
地
域
の
農
地

集
積
が
進
ま
な
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
今
後
は
農
地
バ
ン
ク
制
度
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、農
地
の
一
層
の
集
積
・
集
約

化
に
向
け
て
、再
整
備
を
含
む
基
盤
整
備
事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、関
係

機
関
・
団
体
が
連
携
を
強
め
て
地
域
の
集
積
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、日
米
貿
易
協
定
は
昨
年
９
月
下
旬
の
首
脳
会
談
で
最
終
合
意
し
ま
し

た
が
、関
税
を
削
減
・
撤
廃
す
る
品
目
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
同
水
準
と
し
、米
は
除
外
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
の
、農
産
物
の
生
産
と
価
格
が
維
持
で
き
る
の
か
不
安

で
も
あ
り
ま
す
。国
で
は
経
済
効
果
と
し
て
、日
米
貿
易
協
定
が
な
い
場
合
に
比

べ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
押
し
上
げ
ら
れ
る
と
試
算
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、ま
ず
は
国

内
自
給
率
向
上
に
向
け
て
、中
山
間
地
域
対
策
や
新
規
就
農
者
に
対
す
る
農

業
次
世
代
人
材
投
資
事
業
等
の
予
算
削
減
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
た
い
も
の
で

す
。併
せ
て
、農
家
所
得
の
向
上
と
い
う
観
点
か
ら
、米
の
直
接
支
払
交
付
金
の

復
活
と
法
制
化
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
平
成
か
ら
令
和
へ
と
元
号
も
変
わ
り
、新
し
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
が
、本
年

も
災
害
も
な
く
す
べ
て
の
作
物
が
豊
作
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
本
市
農
業
委
員
会
で
は
、引
き
続
き
農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、併
せ
て
皆
様
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

由利本荘市
令和2年1月発行 第27号

農業委員会だより

鮮やかな紅色と星空のような果点が特徴の「秋田紅あかり」は甘さが際立つ
品種です。（収穫作業が終盤を迎えた西目町大森台りんご生産組合園地にて）
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本年もどうぞよろしくお願いします
農業委員・農地利用最適化推進委員一同

【
会
長
】

佐
　
藤
　
系
　
悦
（
矢
　
島
）

【
会
長
職
務
代
理
者
】

大
　
場
　
弥
　
吉
（
鳥
　
海
）

【
農
業
委
員
】

熊
　
谷
　
正
　
博
（
由
　
利
）

遠
　
藤
　
幸
　
男
（
東
由
利
）

眞
　
坂
　
平
　
通
（
大
　
内
）

冨
　
樫
　
公
　
一
（
本
　
荘
）

石
　
井
　
　
　
勲
（
大
　
内
）

庄
　
司
　
和
　
夫
（
由
　
利
）

佐
　
藤
　
　
　
崇
（
鳥
　
海
）

畑
　
山
　
留
美
子
（
矢
　
島
）

佐
々
木
　
　
　
亨
（
大
　
内
）

佐
　
藤
　
俊
　
和
（
由
　
利
）

大
　
瀧
　
浪
　
雄
（
本
　
荘
）

佐
　
藤
　
秀
　
孝
（
鳥
　
海
）

小
　
野
　
眞
　
一
（
東
由
利
）

小
　
松
　
幸
　
夫
（
大
　
内
）

佐
　
藤
　
喜
　
勝
（
岩
　
城
）

岡
　
部
　
五
一
郎
（
本
　
荘
）

古
　
関
　
幸
　
子
（
東
由
利
）

佐
々
木
　
純
　
一
（
本
　
荘
）

齋
　
藤
　
　
　
誠
（
西
　
目
）

佐
々
木
　
知
　
榮
（
矢
　
島
）

佐
　
藤
　
和
　
子
（
本
　
荘
）

【
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
】

板
　
垣
　
利
　
明
（
本
　
荘
）

伊
　
藤
　
一
　
正
（
本
　
荘
）

角
　
谷
　
長
　
栄
（
本
　
荘
）

金
　
　
　
清
　
二
（
本
　
荘
）

本
　
間
　
　
　
初
（
本
　
荘
）

佐
　
藤
　
榮
　
一
（
矢
　
島
）

豊
　
島
　
靖
　
喜
（
矢
　
島
）

阿
　
部
　
長
一
郎
（
岩
　
城
）

木
　
村
　
勝
　
三
（
岩
　
城
）

伊
　
藤
　
　
　
剛
（
由
　
利
）

佐
　
藤
　
　
　
順
（
由
　
利
）

庄
　
司
　
昭
　
一
（
由
　
利
）

佐
々
木
　
由
　
美
（
大
　
内
）

成
　
田
　
敬
　
一
（
大
　
内
）

畠
　
山
　
　
　
実
（
大
　
内
）

三
　
浦
　
幸
　
夫
（
大
　
内
）

大
　
庭
　
朋
　
和
（
東
由
利
）

小
　
野
　
晃
　
一
（
東
由
利
）

齋
　
藤
　
　
　
衛
（
西
　
目
）

三
　
浦
　
善
　
信
（
西
　
目
）

佐
　
藤
　
源
　
樹
（
鳥
　
海
）

三
　
舩
　
勘
　
一
（
鳥
　
海
）

村
　
上
　
　
　
保
（
鳥
　
海
）

国道108号産直めぐり

第2弾今こそ
地産地消！

　ゆりちゃん市場は地産地消と地域
活性化を目的に開設された。由利原
の高原野菜をはじめ各種野菜が棚に
並ぶ。とくに高原人参は大人気で、
バニラとのミックスソフトもイチ押
しだ。年間を通じて野菜や漬物の品
揃えが豊富。冬期間は、ワラビやミョ
ウサク、ヤマニンジンなど「塩もの」
やもち米、ネギなどの評判が上々だ。
　テントでの販売から始まったゆり

ちゃん市場。会員の減少と高齢化の課題もあ
るが、「新鮮野菜を安く買えて助かっている」
という声に励まされるという。出荷時に会う
会員同士がワイワイ言い合うことも元気の源、
ボケ防止に一役買っているとか。お客さんと
直に触れ合う場があり、しかも収入になる。
これも会員の活力源だ。「いらっしゃい」。元
気の良い会員の声が市場に響いた。

ゆりちゃん市場
営業時間　8:00～15:00（1～2月は8:00～12:30）
休 館 日　毎週木曜日、お盆3日、正月3日
連 絡 先　電話0184-53-3132　FAX0184-53-3132
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　ひときわ目立つ大看板に誘われて
やさい王国へ。矢島の玄関口に位置
する王国は年間を通じて商品が充実
している。旬の野菜や山菜、漬物、
ジャージー牛乳・ソフトのほか、松
皮もちや切り花が人気だ。出来秋の
新米、こうじ・みそなども喜ばれて
いる。安全・安心で新鮮な旬の野菜
の提供を心がける。食堂ではうどん
やそばも食べられる。

　くるみの里（障がい者地域活動支援センター）
の加工品や水耕栽培で育てたレタスの販売な
ど、「矢島とつながる」こともテーマだ。「商
品が売れることは大事だが、人が動くことで
矢島地域が生き生きすることに貢献したい」
と担当者の方。

　年末に、新米や地元の味噌、漬物、きりたんぽ、比内地鶏スープ、リンゴなど、矢島の味と心を宅
配する「鳥海高原まるごと便」も評判。11月中に申込みが必要。県外の大切な人に届けたい。

やさい王国
営業時間　9:00～17:00（11～3月は9:00～16:30）
休 館 日　12月31日～1月3日
連 絡 先　電話0184-55-2560　FAX0184-55-2562

　野菜や山菜、漬物、リンゴ、
ブドウ、鳥海りんどう、百宅
そば、松皮もちなどが、季節
ごとに店内を彩る。菜らんど
のモットーは「良質な商品を
提供し続ける」こと。冬期間
はリンゴ（ふじ）やハクサイ、
塩漬けなどが主力。鳥海りん
どうは 7 月から11月まで楽し
める。

　リンゴやブドウ農家は、自家販売以外の全量を菜ら
んどに出荷しているという。新しい野菜や品種に挑戦する会員も多く、サクラン
ボ栽培を始めた農家もいる。地元直売所への大きな期待が感じられる。
　「新鮮なものが豊富なので、娘に会いにくるたびに立ち寄る」とは宮城県鳴子か
ら訪れたお客さん。四季折々のものを遠方に贈るリピーターも多く、贈答用リン
ゴも人気だ。
　関連施設と合わせて売り上げは１億円を超えた。「売れるからもっと良いものを
作ろう」と農家のチャレンジはこれからも続く。

菜らんど
営業時間　8:30～18:00
休 館 日　12月31日～1月2日
連 絡 先　電話0184-57-3797　FAX0184-57-3797



　
減
反
政
策

が
加
速
す
る

な
か
、
転
作

困
難
な
耕
作

放
棄
地
を
解

消
し
よ
う
と
、

平
成
12
年
に

「
や
し
お
そ

ば
生
産
組

合
」
を
設
立

し
、
そ
ば
の

栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
平
成
27
年
に
は

「
農
事
組
合
法
人
や
し
お
そ
ば
」
に
名
称

を
変
更
。
栽
培
面
積
も
80
ａ
か
ら
50
ha

に
拡
大
し
、
現
在
は
82
人
の
組
合
員
が
経

営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
東
由
利
地
域
で
は
そ
ば
を
食
す
る
文
化

は
希
薄
で
す
が
、
湯
楽
里
に
あ
る
「
食
事

処
や
し
お
」
と
「
八
塩
い
こ
い
の
森
セ
ン

タ
ー
ハ
ウ
ス
」
で
は
、
東
由
利
産
そ
ば
粉

を
使
用
し
た
食
事
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
観
光
協
会
と
協

賛
し
て
、「
ひ
が
し
ゆ
り
新
そ
ば
ま
つ
り
」

を
開
催
し
、
そ
ば
打
ち
を
実
演
し
た
り
、

十
割
手
打
ち
そ
ば
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
そ
ば
栽
培
が
農
家
所
得
の
向

農 業 委 員 会 だ よ り令和2年 1月発行 （4）

で
、
効
率
的
な
方
法
が
な
い
も
の
か
と
考

え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
県
内
の
販
売
が
主
力
で
す
が
、
東
京
や

岩
手
な
ど
県
外
に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。

鳥
海
の「
そ
ば
処
も
も
や
」で
も
食
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

か
し
で
再
現
し
た
と
こ
ろ
評
判
に
。
思
わ

ず
声
を
か
け
て
し
ま
う
ほ
ど
、
完
成
度
が

本
当
に
高
い
。

　
農
村
地
域
の
歴
史
と
伝
統
文
化
の
伝
承

施
設
と
し
て
同
館
は
オ
ー
プ
ン
し
た
。
今

は
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
一
昔
前
の
農
機

具
や
野
良
着
な
ど
を
常
設
展
示
し
て
い
る

ほ
か
、
図
書
室
も
併
設
。
干
し
柿
を
吊
る

し
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
人
形
を
展
示
す
る
な

ど
、
来
館
者
が
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
工
夫

に
も
余
念
が
な
い
。
今
に
も
動
き
出
し
そ

う
な
か
か
し
の
展
示
も
こ
の
一
環
だ
。

　
昨
年
は
９
月
中
旬
か
ら
10
月
末
ま
で
展

示
。
今
年
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
予
定
だ

そ
う
で
、
担
当
す
る
支
援
委
員
の
方
の
説

明
に
も
力
が
入
る
。
乞
う
ご
期
待
。

　
薄
暮
の
出
羽
伝
承
館
前
庭
で

稲
架
が
け
す
る
農
夫
ら
の
姿
。

「
大
変
だ
ご
ど
。頑
張
る
ね
が
」。

来
館
者
が
声
を
か
け
て
も
返
事

は
な
い
。
な
ん
と
彼
ら
は
〝
か

か
し
〞
だ
っ
た―

。
こ
ん
な
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
毎
年
同
館
に
届
く

と
い
う
。

　
同
館
の
運
営
支

援
会
議
の
支
援
委

員
が
、
４
年
前
に

Ｊ
Ｒ
利
用
者
に
む

け
て
数
体
の
か
か

し
を
展
示
し
た
の

が
始
ま
り
で
、
２

年
前
か
ら
昔
の
農

作
業
の
様
子
を
か

農
政
転
換
へ
の
挑
戦
そ
ば
作
り
特
集

上
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
作
業
受
託
集
団
三
稜
会
は
、
そ
ば
の

刈
り
取
り
か
ら
販
売
ま
で
を
受
託
す
る
団

体
で
す
。
作
付
け
と
肥
培
管
理
な
ど
は
そ

れ
ぞ
れ
の
耕
作
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
受
託
面
積
は
、
地
元
鳥
海
の
ほ
か
岩

城
や
大
内
の
農
地
を
合
わ
せ
て
約
１
５
０

ha
、
令
和
元
年
は
豊
作
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
集
荷
量
は
70
ト
ン
に
達
し
ま
し
た
。

　
９
月
中
旬
か
ら
10
月
ま
で
は
刈
り
取
り

と
乾
燥
作
業
が
真
っ
盛
り
で
、
刈
り
取
り

機
５
台
が
フ
ル
稼
働
。
遠
い
圃
場
や
条
件

の
悪
い
圃
場
も
あ
り
、
作
業
を
終
え
た
皆

さ
ん
が
無
事
に
笑
顔
で
戻
っ
た
時
が
ホ
ッ

と
す
る
瞬
間
で
す
。

　
大
量
の
集
荷
袋
を
倉
庫
か
ら
検
査
場
に

搬
出
し
、
再
び
倉
庫
に
戻
す
作
業
が
大
変

（
農
）や
し
お
そ
ば

東
由
利
地
域

農
作
業
受
託
集
団
三
稜
会

鳥
海
地
域

地域の話題
は
　
さ

購読申込は農業委員会事務局または
各総合支所産業課内庶務班まで。

毎日は大変。1ヶ月だと遅い。
そんなあなたに
まとめて読める！

週刊紙

◯様々な問題に、じっくり鋭く、迫ります。
◯充実した経営情報と流通の現場情報
　を伝えます。
◯農地を守り、担い手を応援する農業
　委員会活動を伝えます。
◯地域を元気にする情報を提供します。

月700円、年8,400円
（消費税込）

月4回金曜日発行
週刊
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早
い
も
の
で
就
農
し
て
か
ら
２
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
現
在
は
ハ
ウ
ス
４
棟
で
栽
培

す
る
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ

の
Ｊ
Ａ
出
荷
が
主
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
す
や
パ
プ
リ
カ
、
ピ
ー
マ
ン
、
ネ
ギ
な

ど
の
露
地
も
の
は
、
少
量
多
品
目
で
ス
ー

パ
ー
の
産
直
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

　
以
前
に
市
内
の
農
園
で
働
い
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
野
菜
作
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
分

か
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
田
ん
ぼ

を
借
り
て
の
畑
作
は
な
か
な
か
思
う
よ
う

に
い
か
ず
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
時
に
は
、
勤
め
て
い
た
農
園
や

近
隣
の
農
家
さ
ん
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と

情
報
交
換
が
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
お
り

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
瞬
間
で
す
。

　
私
に
は
子
ど
も
の
頃
か
ら
農
業
に
憧
れ

が
あ
り
ま
し
た
。
矢
島
で
稲
作
に
取
り
組

ん
だ
祖
父
の
背
中
を
見
て
手
伝
う
う
ち

に
、
農
業
を
職
業
に
す
る
目
標
が
芽
生
え

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
、
矢
島
の

畑
で
は
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
の
流
れ
が
少
し
は
見

え
て
き
た
も
の
の
、
畑
の
排
水
や
土
作
り
、

病
害
虫
対
策
な
ど
の
課
題
の
ほ
か
、
収
穫

最
盛
期
は
働
く
時
間
も
長
く
大
変
だ
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
憧
れ
て
い
た
農

業
だ
か
ら
頑
張
れ
ま
す
し
、
父
母
の
助
け

も
あ
り
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　
３
年
目
の
今
年
は
、
ハ
ウ
ス
を
１
棟
増

や
し
て
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
増
産
し
た
い
と
考

え
て
お
り
、
全
量
を
Ｊ
Ａ
出
荷
で
き
る
よ

う
品
質
向
上
に
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
の
は
ま
だ
先

か
な
と
感
じ
な
が
ら
も
、
お
客
様
に
安
心

安
全
で
新
鮮
な
野
菜
が
届
け
ら
れ
る
よ
う

努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
佐
藤
和
子
委
員
）

本
荘
地
域
川
口

　半

　田

　
　
　淳（
39
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　弘

　子（
41
歳
）

半田さんのミニトマトは昨年の種苗交換会で2等賞に輝きました

　いつもやる気は満々であったが、何かと少し
ずつ作業がのろくなってきた。例年なら、もう出

荷していたはずのルッコラをようやく播種した。１カ月半以上も遅れている。３日
目に双葉が一斉に出てきた。何とも言えないかわいさにしばらく見とれてしまった。
わくわくする気持ちがうれしくてたまらなかった。
　冷凍庫に入れておいた種がようやくお日様に出合えて黄緑色になっている様子を見ると、「やっぱりへたでも
やれるだけは野菜作りを続けるか…」と思ってしまう。何しろ、ほとんどの野菜とは一年に一回しか出合えない
ことを思うと、もっと手際よくていねいに手入れをしようと思っている。
　いろいろな失敗の連続であるが、失敗には大変もっともな理由が必ずあった。ほとんどは苗を作り過ぎて密植
し、手入れが行き届かず、さらに収穫しきれず、しかも片付けの適期を逃して次の作業が遅れていた。「この年
齢になったのだから適量をしっかり世話しよう」というのが、いつもの深い反省点である。
　主人から「いっぱい作り過ぎたのなら加工品を工夫したらどうだ」と言われ、「体は一つしかないよ」と言い
ながらも、加工品にすれば野菜のためにもなる、と考え中である。

　「なしてそう働くじゃ」
　「もっとゆっくりせば…」とよく言われる。
　退職してから野菜作りに取り組んでいるが、いつも脳裏に浮かぶのは、
私の老父母が体をいたわりながら、楽しそうに、うれしそうに米作りと野菜
作りをしていた姿である。
　母は「人間は死ぬまで働くもんだ…」とよく言っていた。今、主人が耕し
と収穫、私が播種・世話というかたちで細々とやれるだけ頑張っている。野
菜は私たちを癒やしてくれ、元気をくれることを実感している。　

（石井勲委員）

生涯現役
大内地域北福田
佐藤　武（79歳）・榮子（76歳）ご夫妻

あ
つ
し
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農業委員会
◆本　　　庁（事務局）
　　　　　　　　TEL24-6258
　農　政　班　　TEL24-6259
　農　地　班　　TEL24-6260
　　　　　　　　FAX24-6396
◆各総合支所（産業課内）
　矢島庶務班　　TEL55-4957
　岩城庶務班　　TEL73-2014
　由利庶務班　　TEL53-2114
　大内庶務班　　TEL65-2804
　東由利庶務班　TEL69-2116
　西目庶務班　　TEL33-4614
　鳥海庶務班　　TEL57-2205

●
広
報
委
員

石
井

　
　勲
・
古
関

　幸
子
・
熊
谷

　正
博

佐
藤

　
　崇
・
畑
山
留
美
子
・
佐
藤

　喜
勝

齋
藤

　
　誠
・
佐
藤

　和
子

　
発
行
に
あ
た
り
、
お
忙
し
い
な
か
寄
稿

く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
営

農
に
対
す
る
熱
い
想
い
を
読
者
に
お
届
け

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
時
期
的
な
こ
と
も
あ
り
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
し
め
飾
り
や
門
松
づ
く
り
な

ど
も
地
域
の
話
題
の
候
補
に
挙
が
り
ま
し

た
。

　
農
業
は
経
済
活
動
で
あ
る
と
同
時
に
、

地
域
に
根
ざ
し
た
食
文
化
や
年
中
行
事
を

育
む
も
の
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
想
い
と
と
も
に
、
地
域
の

話
題
を
紹
介
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
　
　
　（
佐
藤
崇
委
員
）

編

集

後

記

息子の卓朗さん（28歳）と。
米作りに詳しく頼もしい後継者です。

由
利
地
域
町
村

巴

　
　
　寛
（
58
歳
）

　
父
か
ら
農
家
を
継
い
で
約
10
年
。現
在

も
会
社
に
勤
め
な
が
ら
兼
業
で
農
業
を
し

て
い
ま
す
。父
が
現
役
の
と
き
は
草
刈
り

く
ら
い
し
か
手
伝
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、平
成
21
年
に
父
が
亡
く
な
り
、自
分
が

米
作
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
品
種
は
ひ
と
め
ぼ
れ
で
、
分
か
ら

な
い
こ
と
は
集
落
の
人
た
ち
に
聞
き
な
が

ら
や
っ
て
い
ま
す
。１
・
８
ha
し
か
な
か

っ
た
田
ん
ぼ
の
耕
作
面
積
が
、
今
で
は
10

ha
ま
で
増
え
ま
し
た
。母
は
５
ａ
の
畑
で

セ
リ
な
ど
の
野
菜
を
栽
培
し
て
農
協
に
出

荷
し
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
種
ま
き
、
草
刈
り
が
一
番
の
苦

労
で
す
。
繁
忙
期
は
私
の
友
人
や
息
子
の

友
人
が
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
の
で
と
て

も
助
か
っ
て
い
ま
す
。
春
の
田
植
え
と
秋

の
稲
刈
り
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
家
族
や
友

人
た
ち
と
苦
労
話
や
来
年
の
抱
負
に
つ
い

て
語
り
な
が
ら
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
何
よ

り
の
楽
し
み
で
す
。
夫
婦
二
組
で
総
勢
十

数
人
に
も
な
る
た
め
、
自
宅
だ
け
で
な
く

本
荘
の
お
店
で
宴
会
を
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
若
い
人
た
ち
が
農
業
に
意
欲
的
で

色
々
な
考
え
を
持
っ
て
い
る
の
が
頼
も
し

く
、「
ま
た
手
伝
い
に
来
て
く
れ
る
か
ら

も
う
少
し
田
ん
ぼ
を
増
や
そ
う
か
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
や
は
り
地
域
で

受
け
継
い
で
き
た
田
ん
ぼ
を
荒
ら
し
た
く

な
い
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
範
囲
で

面
積
を
増
や
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
妻
と
息
子
の
嫁
は
農
業
経
験
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
今
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
に

乗
れ
る
よ
う
に
な
り
私
が
稲
運
び
を
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
毎
年
の
「
秋
の
収
穫

祭
」
を
楽
し
み
に
、
家
族
皆
で
協
力
し
合

い
な
が
ら
こ
れ
か
ら
も
農
業
を
営
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

（
熊
谷
正
博
委
員
）

頑
張
る
営
農
者

編集・発行／由利本荘市農業委員会　e-mail：noui@city.yurihonjo.lg.jp
〒015-8501　秋田県由利本荘市尾崎17　TEL 0184-24-6258　FAX 0184-24-6396

～老後の備えは国民年金プラス農業者年金で安心～

加入するとメリットがいっぱい！

加入要件
①～③の全てに該当している方なら
どなたでも加入できます

●少子高齢化に強い積立方式・確定拠出型
●農業の担い手には保険料補助
●保険料は全額社会保険料控除
●終身年金で80歳までの死亡一時金あり
●保険料の額は２万円から６万７千円まで千円単位で
　自由に設定できます
●加入・脱退は自由

①年間60日以上農業に従事
②国民年金の第１号被保険者
③20歳以上60歳未満の方
［問い合わせ］
由利本荘市農業委員会事務局　☎0184-24-6260
各総合支所産業課内庶務班
ＪＡ秋田しんせい　各支店　農業者年金担当

●農業経営者の奥さ
　ん
●農家の後継者
●自営業の兼業農家
●早期退職後に農業
　を始めた方　など

こんな方におすすめ！

～老後の備えは国民年金プラス農業者年金で安心～～老後の備えは国民年金プラス農業者年金で安心～

農業者年金に
加入しませんか？

と
も
え

ひ
ろ
し


